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令和７年度 研究推進主題
わかる・できる・ためになる

生徒が考え、挑戦する授業・活動づくり

LDX 発表テーマ
つなぐ つながる つなげる

「深い学び」の実現に向けて

Ⅰ 本校の研究主題と研究の柱



研究主題の設定の背景
Ⅰ 本校の研究主題と研究の柱

西脇市はLDX事業３年目
これまでに本校に与えた影響

ＧＩＧＡ端末の標
準仕様に含まれて
いる汎用的なソフ
トウェアとクラウ
ド環境

少しずつスキルを
持った生徒の入学

これからの時代を
生き抜く力を教師
が考え直す意識

春日井市のモデル
をベースとする
GIGAスクール構想
へのイメージ化

西脇中学校・黒田庄中学校の
優れた実践を先に見て・・・



研究主題の設定の背景
Ⅰ 本校の研究主題と研究の柱

ただDX事業を見ていて・・・
率直にでてくる声として

学びが深くない
のでは・・・

授業者が面白く
なさそう

先生の個性がな
い・教科書どおり

確かに校務の効率化は進
んだけど、授業はあまり
…

現実社会や生
活とのつなが
りがない



DXの活用が「授業」の中での
 教師と子どもの深まりにならないと…

西脇市のこれまでの取り組みを踏まえて・・・
本校の仮説「つなぐ・つながる・つなげる」ことで生徒の学びは
より深まるのでは？

Ⅰ 本校の研究主題と研究の柱

(1)過去の学びと生徒をつなぐ情報の格納

(2)生徒同士、教師と生徒がつながる共有作業

(3)アウトプットを通して、本時の学びをつなげる振り返り



本校の研究推進の柱
学習端末の効果的な活用

総合 探究学習の設定

デジタル採点と到達度テストによる生徒の見取り

R7LDXS事業で主に力を注いだところ
主にこの部分を説明します

Ⅰ 本校の研究主題と研究の柱

R5より実施 おもに総合・新指
導要領を見据えて
１２月に発表会を実施予定です

R６の取り組みとして実施（業者テストと百
問繚乱の導入）評価の客観化と逆向き設計
論に基づく授業づくり研究推進委員会とは別に、生徒指導委員

会・特別活動委員会・教育支援委員会など
でそれぞれに研究に取り組んでいます



研究の中核的取り組みとして『課題探究学習』を2年前に開始



探究の過程
を生徒が実
際に体験し、
習得してい
く
＝learning 
by doing 

情報収集・
分析・発表
（表現）の
過程で端末
を結果的に
活用する



本校の学力観（西脇市の定義を参考に）

将来にわたって、安定し、豊かで、やりがいや生きがいを
感じながら生きていくために必要な力

Ⅱ 本校の学力観と指導観

知識・課題発見能力・思考力・判断力・読解力・表現力・英語力・情報収集能力・データ作成技術・発信能力

「主体的・対話的で
深い学び」をカギに
してこれらに導いて
いく

国立教育政策研究所
「主体的・対話的で深い学びを 実
現する授業改善の視点について」
より転載



学習者・授業者の共通する「深い学び」のイメージとして
高校入試を考えてみる
R7兵庫県高校入試

Ⅱ 本校の学力観と指導観

複数の資料（情報）
を整理する問題

R7社会



他者の意見や立場を明確にし、
位置づける R7社会



R7数学 R7理科

問題文が長く、問われていることを把握する
必要がある



正解が一つで
はなく、複数
生じる問題

R7英語



学習者・授業者の共通する「深い学び」のイメージとして
高校入試を考えてみる

・複数の資料の内容を把握させる問題

・解く手順は基本的なものだが、文章が長い問題

・正解がいくつあるかわからない選択問題

・会話文等から条件を整理する問題

・自らの意見やオリジナリティを創出する問題

読解力・思考力・表現力を問う問題が増加

Ⅱ 本校の学力観と指導観

授業における
「深い学び」
の結果として
中学生卒業段
階でこれらの
課題に対応で
きる力を育成
しておく必要
がある



『主体的・対話的で深い学び』の捉え （田村先生の論をもとに）

Ⅱ 本校の学力観と指導観

• 学習者が自らの学びをコントロールできること（課題設定・振り返り）

主体的な学び

• 子供同士の協働、教職員や地域の人との対話、先哲の考え方を手掛かり
に考えること等を通じ、自己の考えを広げ深める機会（学び合いの場）

対話的な学び

• 知識（宣言的な知識）・技能（手続き的な知識）が関連付いて構造化さ
れたり身体化されたりして高度化し、駆動する状態に向かうこと

深い学び



『深い学び』をどう捉えるかに関しては、田村学先生（文部
科学省主任視学官）の講演をベースにしています

Ⅱ 本校の学力観と指導観

教科の中核的概念

＝各教科の見方考
え方を働かせる
各教科のこだわり
を大事にするとい
うこと

複雑な問題への挑
戦・解決

＝興味深い学習課
題・社会や生活に
つながる問いの設
定



DX型1stステップ 授業（単元）構成原理

Ⅱ 本校の学力観と指導観

個別指導場面
自力による思考

（知識の整理、結合）

複雑な問題への挑戦・解決させうる学習課題

協働指導場面
対話的な思考
（新たな視点の獲得や知識の定着）

一斉指導場面
深い学びや概念化への教師の介入

導入
展開

まとめ アウトプット（振り返り）による概念化

子どもの生活や社会問題、教科の本質に迫る問い

スライドなどでの思考の補助 共同編集による他者参照

教師による概念化のためのヒントや論点の整理

振り返りシート・ポートフォリオによる学びの
言語化をはかる

理想は子どもが自由
に個人・協働場面を選
びとることだが・・・
そのための個と集団
の成熟が必要

理想は子どもが自ら概念化やまとめを
することだが、言葉をより精緻化する
ために教師の介入が必要

理想は「長い」文章で、知識と
方法の学びを整理することだ
が、まずは一時間の「学び」を
アウトプットすることから



課題の設定

情報収集

情報

整理・分析

まとめ

（表現）

【探究の過程】
個別の学習の中で
一人ひとりor集団が
取り組みたいこと

教科書＋αから情報（事
実・解釈・方法）を集める

クラス全体or個別で「学習
課題」を認識・設定する

思考を通して、情報の関連や序列
を整理したり、授業の中での論
点・ポイントを考える

学びの言語化（アウト
プット）

総合（探究）で大きな枠組みを
授業の中で小さな枠組みを



Ⅲ 研究の過程

4月

研究方針の
共有

5月   

授業設計の
見直し    

6月   

授業設計の
イメージ化

7月

WG別授業
実践

8月

授業DXス
キルの拡張

9月

授業公開(
中間発表)

10月  

授業づくり

11月  

授業公開

(本発表)

参観日の授
業をブラッ
シュUP

WG別授業
の検討

授業公開者
の授業検討

道徳（人
権）の授業
づくり

公開授業の
WG別検討

4月～11月までのスケジュール（LDXSに絡むものを抜粋）



Ⅲ 研究の過程

4月 研究方針の共有
学力観・指導観

・LDXS事業に取り組むにあたっての共有事項を確認
・4月の参観日授業を少し改善する



従来の授業観を転換する
ことへの抵抗感

端末の利用スキルへの
懸念

Ⅲ 研究の過程

4月 研究方針の共有
従来の授業観から 端末は使えるところから

使ってみる(校務と併用)

校務のデジタル化に関するプチ研修
職員朝会のクラウド化 教員同士のチャット連絡
すぐーるでの保護者連絡 アンケートのデジタル化
テストのデジタル採点 プレゼン資料の共同編集



4月 研究方針の共有
5月   授業設計の見直し    

WG(ワーキング・グループ)を設定

授業チェックシートの作成

Ⅲ 研究の過程

WG（教科別ワーキンググループの設定）
各教科で協働し、授業づくりを開始
授業をつくる際に意識してほしい視点を共通認識
するためのシートを作成



4月 研究方針の共有
5月   授業設計の見直し    
6月   授業設計のイメージ化

導入(課題設定)の模擬授業
Ⅲ 研究の過程

なぜ二酸化炭素中で燃えるのか？



4月 研究方針の共有
5月   授業設計の見直し    
6月   授業設計のイメージ化

Ⅲ 研究の過程
導入(課題設定)の模擬授業

生徒の生活実態や素朴概念とのズレ、社会的関心
などを把握することで、複雑な学習課題に挑ませ
るきっかけを提供できる

事前知識(レディネス)を測るのにDXを活用
→即時に集計できるため、授業時間内に提示できる
→データを蓄積することで学習後と比較できる
→個別の概念変化の把握も可能

なぜ二酸化炭素中で燃えるのか？
2Mg + CO2 → 2MgO + C



4月 研究方針の共有
5月   授業設計の見直し    
6月   授業設計のイメージ化

展開(共同編集・参考資料の格納)
の模擬授業

Ⅲ 研究の過程

・共有スライド・スプレッドシート・ホワイトボー
ドなどを生徒目線で使ってみる



4月 研究方針の共有
5月   授業設計の見直し    
6月   授業設計のイメージ化

展開(共同編集・参考資料の格納)
の模擬授業

Ⅲ 研究の過程

・生徒が自分で資料を選んだり、教科書を超えた知
識を得ることのきっかけを提供する
・情報を適切に調整する



4月 研究方針の共有
5月   授業設計の見直し    
6月   授業設計のイメージ化

まとめ(意見集約)の模擬授業Ⅲ 研究の過程

Teamsのチャット機能→生成AIによる言語整理
などの実践方法を確認



4月 研究方針の共有
5月   授業設計の見直し    
6月   授業設計のイメージ化
7月 WG別授業実践

Ⅲ 研究の過程

プロセス
イメージ

ゴール
イメージ



4月 研究方針の共有
5月   授業設計の見直し    
6月   授業設計のイメージ化
7月 WG別授業実践

Ⅲ 研究の過程
表現 (アウトプット)場面での

端末活用が進む教科も



4月 研究方針の共有
5月   授業設計の見直し    
6月   授業設計のイメージ化
7月 WG別授業実践
8月 授業DXスキルの拡張

Ⅲ 研究の過程

思考ツール共同編集用スライド
のテンプレート化

アンケート
作成・収集 便利な裏技リンク機能

チェック表で教員のスキルを確認＋拡張



4月 研究方針の共有
5月   授業設計の見直し    
6月   授業設計のイメージ化
7月 WG別授業実践
8月 授業DXスキルの拡張

Ⅲ 研究の過程 研修でコメント
機能を紹介

授業でも活用



4月 研究方針の共有
5月   授業設計の見直し    
6月   授業設計のイメージ化
7月 WG別授業実践
8月 授業DXスキルの拡張
9月 授業公開(中間発表)

Ⅲ 研究の過程

理論やスキルの実践
生徒の反応も含めたイメージ化



4月 研究方針の共有
5月   授業設計の見直し    
6月   授業設計のイメージ化
7月 WG別授業実践
8月 授業DXスキルの拡張
9月 授業公開(中間発表)
10月  授業づくり・プレ授業
11月  授業公開(本発表)

Ⅲ 研究の過程



(1)過去の学びと生徒をつなぐ情報の格納

(2)生徒同士、教師と生徒がつながる共有作業

(3)アウトプットを通して、本時の学びを
つなげる振り返り

つなぐ  つながる  つなげるDX

すべての
単元（授業）
で取り入れる

Ⅳ 授業研究の実際



Ⅳ 授業研究の実際

(1)過去の学びと生徒をつなぐ情報格納



Ⅳ 授業研究の実際

(1)過去の学びと生徒をつなぐ情報格納

家庭学習や教科書読解も兼ねて



Ⅳ 授業研究の実際

(1)過去の学びと生徒をつなぐ情報の格納
教科書やノート、参考資料、板書の写真、見本動画などを格納

生徒

自分のタイミングで見たい
情報を選択

本時の学習と情報をつなぐ

教師



Ⅳ 授業研究の実際

(2)生徒同士、教師と生徒がつながる共有作業
学習形態の調整
(特別活動委員会と連携)

コの字型

ペア型

グループ型



Ⅳ 授業研究の実際

(2)生徒同士、教師と生徒がつながる共有作業

複線型学習
・学び方の自己選択

個別

協働

先生と

PCで

教科書で

・ツールの自己選択



Ⅳ 授業研究の実際

(2)生徒同士、教師と生徒がつながる共有作業

複線型学習
・学び方の自己選択
・ツールの自己選択

描画ソフトで ノートに手描きで

ワークから
気づきを得て



Ⅳ 授業研究の実際

(3)アウトプットを通して、本時の学びをつなげる振り返り

振り返り

学習内容の確認 関係付けや一般化 自己変容の自覚

田村学 著「深い学び」P20より転載



Ⅳ 授業研究の実際

(3)アウトプットを通して、本時の学びをつなげる振り返り



Ⅳ 授業研究の実際

(3)アウトプットを通して、本時の学びをつなげる振り返り

評価の観点
を明示する



Ⅳ 授業研究の実際

(3)アウトプットを通して、本時の学びをつなげる振り返り



Ⅳ 授業研究の実際

(3)アウトプットを通して、本時の学びをつなげる振り返り

自己変容の自覚学習内容の確認



Ⅳ 授業研究の実際

(3)アウトプットを通して、本時の学びをつなげる振り返り



Ⅴ 課題と今後の展望

〇客観的データをもとに効果検証をするところまで研究
がたどり着いていない(生徒・教師ともに)

〇生徒のICTスキルの系統性について保障していく方法が
検討できていない

〇教科の横断性や総合学習との連続性の考慮が不十分

理論面の課題



Ⅴ 課題と今後の展望

田村学先生（文部科学省主任視学官）のご助言より

〇生徒の思考に寄り添う。流れを切らない
〇課題設定を生徒自身が行える段階へ

〇結論の導き方
〇ふりかえり (自己対話)の時間を確保する

実践面の課題
導入

まとめ



Ⅴ 課題と今後の展望

〇単元内自由進度(深度)学習

=学習プランニングを生徒
に委ねる自走学習

展開

実践面の課題



Ⅴ 課題と今後の展望
成果

一部の生徒の意見で
授業が進んでいた

一人ひとりが意見を持
ち表現できるように

授業観の変化



Ⅴ 課題と今後の展望

↑１年生の２学期のレポート

写真を貼るので精一杯 文字やモデルで考察
できるように

↑２年生の１学期のレポート

DXスキルの高まり成果



Ⅴ 課題と今後の展望

結果と考察のリンクが△
文章表現力が乏しい

文章量の増加・科学的
思考が少しずつ成長

生徒の変容と成長こそが、研究の成果
9月 11月

成果



ご清聴ありがとうございました

西脇南中学校
リーディングDXスクール事業 研究報告
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